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九
州
大
学
文
学
部
の
所
蔵
資
料
の
中
に
、
「
写
経
其
他
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
一
群
の
文
書
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
点
、
文
 
 

の
き
 
 

書
自
体
に
「
新
大
徳
造
窟
箸
計
料
」
と
い
う
題
が
付
さ
れ
た
二
紙
か
ら
な
る
文
書
は
、
石
窟
の
前
面
に
構
築
す
る
箸
の
部
材
の
寸
法
 
 

の
書
き
あ
げ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
筆
者
は
、
敦
燈
研
究
院
の
馬
徳
氏
の
論
文
「
九
州
大
学
文
学
部
蔵
敦
短
文
書
「
新
大
徳
 
 

造
窟
蒼
計
料
」
探
微
」
の
翻
訳
と
い
う
か
た
ち
で
、
本
誌
第
一
三
一
輯
（
一
九
九
四
年
三
月
）
 
に
紹
介
し
て
お
い
た
。
 
 
 

た
だ
そ
の
際
、
当
該
文
書
が
ど
の
よ
う
な
経
路
を
た
ど
っ
て
本
学
部
の
所
蔵
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
手
が
 
 

か
り
が
無
い
よ
う
に
思
え
た
の
で
、
「
図
書
室
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
書
は
一
九
四
九
年
、
田
中
三
男
氏
よ
り
購
入
し
て
い
る
よ
 
 

う
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
経
緯
は
不
明
で
あ
る
」
と
付
記
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
図
書
室
の
記
録
」
と
は
、
 
 

後
ほ
ど
関
係
部
分
を
掲
げ
る
本
学
中
央
図
書
館
保
管
の
『
昭
和
二
十
四
年
四
至
六
月
／
図
書
受
入
命
令
（
和
）
／
－
∞
N
∽
試
－
－
∞
〕
⊇
N
』
 
 

（
以
下
、
『
図
書
受
入
命
令
』
と
略
す
）
及
び
『
昭
和
二
十
四
年
度
 
付
属
図
書
館
 
歳
出
推
算
簿
』
の
こ
と
で
あ
る
。
既
に
半
世
紀
 
 

も
以
前
の
購
入
品
な
の
で
、
請
求
書
・
納
品
書
・
見
積
書
・
古
書
価
格
認
定
書
の
類
が
全
く
残
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
「
田
中
三
男
」
 
 

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
 
 

は
じ
め
に
 
 

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
 
 
 

俊
 
 

康
 
 

上
 
 

坂
 
 



と
い
う
人
名
が
、
あ
ま
り
に
も
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
探
索
の
よ
す
が
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

た
だ
、
当
該
文
書
は
単
品
で
購
入
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
時
に
五
十
九
点
の
資
料
が
一
括
し
て
購
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

そ
の
一
括
購
入
品
は
、
後
に
資
料
と
し
て
掲
げ
る
『
図
書
受
入
命
令
』
の
関
係
部
分
に
見
え
る
よ
う
に
、
古
銭
蒐
集
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
 
 

ン
の
ご
と
き
様
相
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
本
来
の
持
ち
主
は
、
昭
和
初
期
に
北
京
に
い
た
田
中
三
郎
と
 
 

い
う
人
物
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
も
推
察
で
き
た
。
た
だ
、
昭
和
初
期
の
北
京
在
住
者
を
割
り
出
す
こ
と
の
困
難
さ
は
容
易
に
想
像
で
 
 

き
、
ま
た
「
田
中
三
郎
」
と
い
う
人
名
も
非
常
に
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
の
探
索
も
行
き
詰
ま
り
の
観
が
 
 

あ
っ
た
。
し
か
し
他
に
良
い
方
法
も
思
い
つ
か
な
い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
手
が
か
り
を
頼
り
に
、
幾
つ
か
の
方
面
に
は
問
い
合
わ
せ
 
 

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
う
い
っ
た
状
態
の
ま
ま
、
い
た
ず
ら
に
時
日
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
こ
れ
以
上
遷
延
す
れ
ば
、
本
当
に
探
索
の
手
が
か
り
を
失
っ
 
 

て
し
ま
う
こ
と
を
お
そ
れ
、
二
〇
〇
三
年
度
前
期
の
総
合
演
習
「
歴
史
学
の
方
法
」
 
の
時
間
を
利
用
し
て
、
学
生
諸
君
と
と
も
に
当
 
 

該
文
書
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
 

あ
る
。
し
か
も
そ
の
田
中
三
郎
氏
は
、
奇
し
く
も
時
を
前
後
し
て
、
京
都
国
立
博
物
館
の
赤
尾
栄
慶
氏
が
代
表
と
な
り
、
三
井
文
庫
 
 

の
清
水
実
・
樋
口
一
貴
両
研
究
員
が
加
わ
っ
て
実
施
さ
れ
た
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
調
査
『
敦
燵
写
本
の
書
誌
に
関
す
る
調
査
 
 

研
究
』
 
に
お
い
て
、
三
井
家
が
敦
短
文
書
を
購
入
す
る
際
に
仲
介
し
た
人
物
と
し
て
、
名
の
み
知
ら
れ
な
が
ら
実
像
が
詳
ら
か
で
な
 
 

い
と
さ
れ
た
田
中
三
郎
氏
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
そ
こ
で
当
該
文
書
に
緑
の
深
い
本
誌
に
お
い
て
、
い
さ
さ
か
探
索
の
 
 

結
果
と
経
緯
を
記
そ
う
と
思
う
。
 
 

昨
年
六
月
に
田
中
英
樹
氏
と
会
見
す
る
よ
り
以
前
に
判
明
し
て
い
た
田
中
三
郎
氏
の
経
歴
と
、
九
州
大
学
所
蔵
田
中
三
郎
コ
レ
ク
 
 
 

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
 
 

一
結
 
 
論
 
 



大
正
一
四
年
一
一
月
 
 

（
一
九
二
七
）
 
昭
和
二
年
頃
 
 

昭
和
六
年
一
二
月
 
 

昭
和
七
年
一
二
月
 
 

昭
和
二
四
年
六
月
 
 

（
一
九
 
二
 
五
 
）
 
 

大
正
一
四
年
三
月
 
 

昭
和
六
三
年
一
〇
月
 
 

（
一
九
八
九
）
 
 

～
平
成
元
年
八
月
 
 

平
成
四
年
九
月
 
 

昭
和
六
二
年
一
一
月
 
 

昭
和
六
〇
年
四
月
 
 

シ
ョ
ン
の
調
査
・
研
究
の
歴
史
を
、
年
表
風
に
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
燈
文
書
」
 
の
来
歴
 
 
 

田
中
三
郎
氏
、
「
広
告
／
一
銭
苑
類
／
古
刀
布
／
古
文
銭
／
各
国
歴
代
銭
／
古
泉
書
類
／
右
永
年
支
那
在
留
の
 
 

経
験
に
よ
り
珍
品
奇
品
を
豊
富
に
供
給
し
得
可
き
自
信
あ
り
試
に
御
注
文
を
請
ふ
／
北
京
両
横
街
／
普
済
医
 
 

院
／
田
中
三
郎
／
電
話
両
局
七
百
八
十
号
」
の
広
告
を
『
貨
幣
』
七
二
号
に
載
せ
る
。
 
 

田
中
三
郎
氏
、
北
京
南
横
街
普
済
医
院
に
あ
り
（
東
洋
貨
幣
協
会
会
員
名
簿
、
『
貨
幣
』
八
〇
号
付
録
）
。
 
 

田
中
三
郎
氏
、
北
京
に
あ
り
 
（
『
呆
仙
追
懐
泉
帖
』
）
。
 
 

田
中
三
郎
氏
、
北
京
南
横
街
普
済
医
院
に
あ
り
 
（
東
洋
貨
幣
協
会
会
員
名
簿
、
『
貨
幣
』
一
五
三
号
）
。
 
 

田
中
三
郎
氏
、
福
岡
県
筑
紫
村
隈
に
あ
り
 
（
東
洋
貨
幣
協
会
会
員
名
簿
、
『
貨
幣
』
一
六
五
号
）
。
 
 

田
中
三
郎
氏
の
嗣
子
（
実
際
に
は
三
郎
の
兄
市
平
の
子
）
 
田
中
三
男
氏
、
田
中
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
九
州
 
 

大
学
文
学
部
に
売
却
。
 
 

坂
上
康
俊
、
九
州
大
学
に
着
任
、
敦
燵
写
経
等
を
文
学
部
書
庫
で
見
か
け
る
。
 
 

（
そ
の
後
、
敦
燈
写
経
等
は
貴
重
書
と
し
て
図
書
室
別
室
に
移
さ
れ
る
）
 
 

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
（
当
時
）
池
田
温
氏
、
九
州
大
学
に
集
中
講
義
で
来
校
、
敦
短
文
書
を
調
 
 

査
。
 
 

坂
上
康
俊
、
北
京
大
学
中
国
中
古
史
研
究
セ
ン
タ
ー
で
研
修
、
栄
新
江
・
馬
徳
両
氏
に
会
う
。
 
 

池
田
温
氏
、
国
際
敦
燈
吐
魯
番
学
術
討
論
会
（
北
京
・
房
山
）
 
で
、
九
州
大
学
所
蔵
敦
短
文
書
を
紹
介
。
 
 



平
成
五
年
四
月
 
 

平
成
五
年
八
月
 
 

平
成
五
年
一
二
月
 
 

平
成
六
年
三
月
 
 

同
年
中
 
 

平
成
八
年
六
月
 
 

短
文
書
を
紹
介
。
 
 

平
成
八
年
一
二
月
 
馬
徳
氏
、
著
書
『
敦
塩
莫
高
窟
史
研
究
』
 
（
甘
粛
教
育
出
版
社
）
で
、
九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
敦
燵
文
書
を
紹
 
 

介
。
 
 

東
野
治
之
氏
よ
り
、
東
洋
貨
幣
協
会
会
員
名
簿
の
大
正
一
四
年
版
に
、
田
中
三
郎
の
名
が
あ
る
こ
と
を
示
さ
 
 

平
成
九
年
三
月
 
 

る
。
（
田
中
三
郎
氏
は
当
時
北
京
両
横
街
普
済
医
院
に
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
）
 
 

平
成
一
五
年
三
月
 
赤
尾
栄
慶
研
究
代
表
科
学
研
究
費
補
助
金
報
告
書
『
敦
燈
写
本
の
書
誌
に
関
す
る
調
査
研
究
』
刊
行
。
仲
介
 
 

者
と
し
て
田
中
三
郎
を
紹
介
。
 
 

平
成
一
五
年
四
月
 
坂
上
康
俊
、
九
州
大
学
文
学
部
の
授
業
・
総
合
演
習
「
歴
史
学
の
方
法
」
で
、
田
中
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
 
 

取
り
上
げ
る
。
 
 

六
月
 
 
坂
上
康
俊
等
、
田
中
三
男
氏
の
長
男
田
中
英
樹
氏
と
会
見
。
 
 

こ
こ
で
、
由
中
英
樹
氏
の
談
話
と
戸
籍
の
記
載
と
を
総
合
し
て
、
九
大
所
蔵
敦
短
文
書
の
由
来
に
関
係
す
る
限
り
で
の
田
中
三
郎
・
 
 
 

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
 
 

馬
徳
氏
、
東
京
芸
術
大
学
に
客
員
研
究
員
と
し
て
留
学
、
同
年
七
月
、
九
州
大
学
で
原
本
調
査
。
 
 

馬
徳
氏
、
雑
誌
『
敦
塩
研
究
』
一
九
九
三
年
三
期
に
論
文
を
掲
載
。
 
 

凋
継
仁
氏
、
雑
誌
『
文
物
』
⊥
九
九
三
年
一
二
期
に
論
文
を
掲
載
。
 
 

坂
上
康
俊
、
高
徳
論
文
の
翻
訳
を
『
史
淵
』
一
三
一
輯
に
掲
載
す
る
。
 
 

『
史
淵
』
 
の
抜
刷
を
郵
送
し
て
、
藤
枝
晃
、
片
山
章
雄
、
関
尾
史
郎
、
梅
村
坦
・
恵
子
、
田
中
淡
等
の
諸
氏
 
 

に
教
示
を
求
め
る
。
 
 

栄
新
江
氏
、
著
書
『
海
外
敦
塩
吐
魯
番
文
献
知
見
録
』
 
（
江
西
人
民
出
版
社
）
で
、
九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
敦
 
 

四  



三
男
両
氏
の
略
儀
を
あ
ら
セ
め
て
記
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

田
中
三
郎
氏
闇
阻
治
二
〇
（
一
九
八
七
）
年
八
月
福
岡
県
の
生
ま
れ
で
、
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
殆
ど
身
一
つ
の
丁
稚
奉
公
の
 
 

よ
う
な
形
で
、
博
多
港
か
ら
大
連
（
エ
に
渡
っ
た
。
そ
の
後
氏
は
、
商
才
を
発
揮
し
て
か
な
り
の
資
産
を
つ
ぐ
り
、
そ
れ
を
も
っ
 
 

て
北
京
の
両
横
街
（
戸
籍
で
は
宣
武
門
外
商
横
街
一
四
六
号
）
 
に
、
普
済
医
院
を
開
設
し
た
。
も
ち
ろ
ん
自
ら
は
医
師
で
は
な
か
っ
 
 

た
の
で
、
日
本
人
の
医
師
を
数
名
雇
っ
た
と
こ
ろ
、
中
国
人
の
貴
紳
の
間
に
も
好
評
を
得
て
、
莫
大
な
財
を
な
し
た
。
そ
こ
で
、
も
 
 

と
も
と
あ
っ
た
古
銭
・
絵
画
・
書
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
一
面
を
活
か
し
て
、
三
井
財
閥
の
番
頭
等
と
も
つ
き
あ
い
が
生
じ
た
ら
 
 

し
い
 
（
田
中
英
樹
氏
の
談
に
よ
れ
ば
「
祖
父
は
三
井
の
番
頭
と
も
骨
董
の
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
よ
う
だ
け
れ
ど
、
 
 

現
在
は
そ
の
関
係
の
資
料
は
全
く
残
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
）
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
現
在
三
井
文
庫
に
あ
る
敦
塩
写
経
の
購
 
 

入
仲
介
の
件
と
結
び
つ
く
。
 
 
 

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
二
月
、
普
済
医
院
の
婦
長
だ
つ
た
星
野
ヨ
シ
（
芳
子
と
も
、
明
治
一
七
年
、
栃
木
県
生
ま
れ
）
と
結
 
 

婚
し
た
が
、
昭
和
四
 
（
一
九
二
九
）
年
一
月
に
夫
人
に
先
立
た
れ
、
昭
和
七
年
に
帰
国
、
故
郷
の
筑
紫
村
で
田
畑
を
購
入
し
て
広
大
 
 

な
邸
宅
「
向
陽
庵
」
を
営
み
、
昭
和
九
年
八
月
一
〇
日
に
死
去
し
た
。
子
供
が
無
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
経
緯
は
あ
っ
た
が
、
結
 
 

局
は
兄
市
平
の
四
男
で
あ
る
三
男
氏
（
大
正
七
年
三
月
生
ま
れ
、
平
成
四
年
死
去
）
が
、
三
郎
氏
の
財
産
を
引
き
継
い
だ
。
三
男
氏
 
 

の
良
男
に
当
た
る
英
樹
氏
（
昭
和
一
三
年
生
ま
れ
）
の
詣
で
は
、
金
庫
に
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
満
鉄
の
株
券
で
紙
飛
行
機
を
作
っ
 
 

て
遊
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
終
戦
後
、
農
地
改
革
等
で
窮
迫
し
た
三
男
氏
は
、
そ
れ
ま
で
置
い
て
あ
っ
た
三
郎
氏
の
コ
レ
ク
 
 

シ
ョ
ン
を
殆
ど
売
り
払
っ
た
が
、
そ
の
一
部
を
昭
和
二
四
年
に
九
州
大
学
文
学
部
が
購
入
し
た
の
で
あ
る
。
今
、
英
樹
氏
の
自
宅
に
 
 

は
、
楊
守
敬
の
書
（
写
真
1
）
と
、
三
郎
氏
の
北
京
の
邸
宅
（
病
院
を
兼
ね
て
い
た
）
に
も
掲
げ
て
あ
っ
た
中
村
不
折
の
書
（
写
真
 
 

且
∵
の
み
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
数
は
少
な
い
が
、
三
郎
氏
の
写
真
も
教
案
残
さ
れ
て
い
る
 
（
後
掲
）
。
 
 

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
怪
文
書
」
 
の
来
歴
 
 

五   



九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
燈
文
書
」
 
の
来
歴
 
 

写真2   

中村不折の書  
写真1   

楊守敬の書  

既
に
結
論
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
蛇
足
、
そ
れ
も
非
常
に
長
大
な
蛇
 
 

足
に
は
な
る
が
、
そ
れ
を
承
知
の
上
で
、
結
論
に
至
る
ま
で
の
探
索
の
経
 
 

絡
を
記
録
し
て
お
こ
う
。
 
 
 

当
該
文
書
に
関
し
て
最
初
に
手
許
に
あ
っ
た
資
料
は
、
先
述
し
た
九
州
 
 

大
学
中
央
図
書
館
の
『
昭
和
二
十
四
年
度
 
付
属
図
書
館
 
歳
出
推
算
 
 

薄
』
と
『
図
書
受
入
命
令
』
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
、
当
時
文
学
 
 

部
の
図
書
掛
長
で
あ
っ
た
田
島
秀
晃
氏
の
御
高
配
で
、
コ
ピ
ー
を
手
に
入
 
 

れ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
繭
者
に
は
そ
の
ー
N
∞
番
に
「
銭
幣
館
 
 

錆
夏
揚
摸
帳
一
部
外
五
八
点
」
と
記
さ
れ
、
債
主
の
欄
に
「
田
中
三
男
」
 
 

と
あ
る
。
債
主
の
欄
に
は
他
に
ど
う
い
う
も
の
が
並
ん
で
い
る
か
と
見
れ
 
 

ば
、
丸
善
・
積
分
館
・
金
文
堂
と
い
っ
た
書
店
も
あ
れ
ば
、
第
一
法
規
の
 
 

よ
う
な
出
版
社
も
あ
り
、
ま
た
田
中
三
男
以
外
に
も
高
柳
長
三
・
四
宮
種
 
 

美
・
八
木
英
蔵
と
い
っ
た
個
人
名
も
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
「
構
文
館
 
八
 
 

木
英
蔵
」
と
い
う
記
入
法
も
あ
る
の
で
、
田
中
三
男
は
個
人
と
し
て
売
却
 
 

し
た
の
か
、
書
店
の
代
表
者
な
の
か
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
 
 

後
述
す
る
よ
う
に
、
古
書
籍
商
の
田
中
姓
の
も
の
に
当
た
っ
て
み
る
と
い
 
 

う
企
て
が
一
案
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

〓
 
田
中
三
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
 
 

六  



一
方
後
者
、
す
な
わ
ち
『
図
書
受
入
命
令
』
 
に
は
、
供
給
人
を
田
中
三
男
と
し
、
昭
和
二
四
年
六
月
七
日
を
請
求
の
日
付
と
す
る
 
 

（
現
品
の
領
収
は
六
月
一
〇
日
と
な
っ
て
い
る
）
一
括
購
入
の
図
書
一
点
一
点
の
図
書
番
号
・
書
名
・
部
数
・
冊
数
・
単
価
・
代
価
・
 
 

摘
要
 
（
登
録
な
い
し
配
架
先
）
・
現
品
領
収
の
日
付
・
印
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
図
書
受
入
命
令
』
は
、
 
 

今
後
の
叙
述
に
便
利
な
の
で
、
関
係
部
分
を
そ
の
ま
ま
次
頁
以
下
に
資
料
と
し
て
掲
げ
て
お
く
 
（
資
料
1
）
。
 
 
 

内
容
の
一
々
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
が
、
一
見
し
て
骨
董
・
拓
本
・
古
銭
に
関
係
す
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
 
 

か
し
、
か
な
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
、
あ
る
い
は
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
的
な
も
の
も
混
じ
っ
て
い
て
、
雑
然
と
し
た
印
象
を
持
た
ざ
る
を
 
 

得
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
敦
塩
文
物
と
の
関
係
で
注
目
を
集
め
そ
う
な
の
は
、
－
∞
〕
〕
N
ふ
番
の
「
大
方
等
大
集
経
 
抄
写
一
部
一
 
 

巻
」
、
－
∞
〕
〕
N
∽
番
の
「
浄
妙
経
開
注
疏
（
言
う
ま
で
も
な
く
「
浄
妙
経
関
中
疏
」
の
誤
り
で
あ
る
）
 
巻
上
写
一
部
一
巻
」
、
－
∞
〕
∽
N
の
 
 

番
の
「
写
経
其
他
一
部
五
冊
」
 
の
三
点
で
あ
り
、
最
後
の
「
写
経
其
他
」
 
の
中
に
「
新
大
徳
造
窟
箸
計
料
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
 
 

「
五
冊
」
と
い
う
の
は
、
従
っ
て
厳
密
な
表
現
で
は
な
い
。
一
種
の
端
本
の
扱
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
 
 
 

幸
運
に
も
こ
れ
ら
の
一
括
購
入
物
は
、
九
州
大
学
文
学
部
の
書
庫
に
そ
の
ま
ま
の
順
序
で
架
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
 
（
現
在
で
は
、
 
 

右
の
三
点
が
、
貴
重
書
と
し
て
図
書
室
に
別
置
さ
れ
て
い
る
）
、
そ
れ
ら
を
め
く
れ
ば
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
が
分
か
る
は
ず
 
 

で
あ
る
。
そ
こ
で
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
－
∞
〕
N
∞
○
番
に
は
「
大
正
十
五
年
十
一
月
 
中
村
不
折
手
拓
」
と
あ
り
、
「
不
折
手
拓
」
の
 
 

印
が
捺
き
れ
て
い
た
。
つ
い
で
【
∞
〕
N
∞
∽
番
は
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
に
作
成
さ
れ
た
銭
譜
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
「
松
平
写
 
 

真
館
」
云
々
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
し
た
口
絵
が
あ
り
、
ま
た
「
北
京
の
田
中
三
郎
様
（
折
し
も
入
京
中
で
）
 
の
御
遠
来
の
方
々
を
 
 

始
め
と
し
」
云
々
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
前
者
に
つ
い
て
は
、
－
∞
〕
〕
○
∽
番
に
あ
る
「
東
京
牛
込
松
平
」
の
ス
タ
ン
プ
（
ロ
ー
 
 

マ
字
）
、
あ
る
い
は
ー
∞
〕
N
器
番
に
登
場
す
る
松
平
勇
、
ま
た
【
∞
〕
〕
N
N
番
に
含
ま
れ
る
一
葉
に
善
か
れ
た
「
惟
伯
文
友
 
松
平
記
」
と
の
 
 

関
係
が
推
測
さ
れ
、
後
者
は
、
本
稿
の
主
人
公
の
動
向
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
ー
∞
〕
〕
N
N
番
は
、
元
来
ア
ル
バ
ム
 
 

仕
立
て
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
も
と
も
と
「
北
京
 
岩
田
秀
則
」
 
の
写
真
館
ア
ル
バ
ム
で
あ
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。
こ
う
い
っ
た
 
 

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
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資料 1  

物 品  女 人  命 令  固 着 請 求 書  ■  
出  
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183275   密璃え村富醜泉郷  l ▲■ノ山                  ′  ′      ．′す  ■1p  

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
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■▲  

ニー   月 日  ■象 印   

柑327d  愚物丁あ硝を碑え碑確   
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183285  乳仙泉／液乳鴨   

183286  観仙嗣・輯   
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／  ／  

∫甘  ク■■ク                    ′グ占l  ′ブ    ＠  

タク  ∠I‾p  

㊥  

183287  如緒誰体を：新線小史   ′   ．P℡  ′ ′  

183288  納経盲才古線   ／  l   」  ク■t7  
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㊥  

183289  緩和象孝心属碑   ／  ／     ′ク  ■l■7ク  
⑯  
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T：  」   書  名   柵  冊数  羊  正   代  サ   ■  露  1■ 月 B  ■ 印   

18329〇  泉才右乳永碑   
貪霹琶年女  ㊥  

／  ／  

′l′1ワ  の  

18329l  撲中略今曹合碑   ／の  の  
㊥  l   
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183295  子音 暮1碑   
／  【 ／  ノク  〝‾tク  ＠  

183296  隠まI巧緑   
㊨  

／  ‘／  グ」  ク■「P  ′‘」  ク■p  l l  

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
 
 
 

書  名   糊  廿緻  震  t   代  す   ・   ■書書t  ＝・‘臣遍   t 印   
†l  

1832g7 を＆覇亀吉乙  ／  ／  ▲′甘  ♂17   

ま専管年女   ㊥  

183298  l夏草沖華燭イ埠   ′  ′  加  ク「ク  両   ⑳  

183299  古象如＝ん   ′の  ∠「ク  命  

1833こ）J  象牙錦宜年女   
／  ／                    ／  ′  タク  ′「「ク  

⑱  

18330；  九州も私昏払   ′  よ  7√  タ1＞  ノ∫‾tI  ∠rD  
㊨  

1833（）Z  右名を の き奄   
／  n ／  如  」  ⑳  

1833（）3  食永飯を乙   
′  ／  ㌔ゼ  ■r♂  

⑳  
日本■■勤片舶■≡t（1仏■汐r）  狐l－1           脚   

名   柵  廿♯  畢  す   侍  所   ホ  嶋書番畿   書  畢 芹竜一印   

1833（〉4  璧泉奇音   
ま雫暫率土   

フ  ク17  ■l一  

183305  如ほ碑世泉硝 亨乞．坤   よ  ／  ／  l】    タ               ノ        ′〆p  仰  ㊥  

1833（応  鋳せ喝破  軋   
⑱  

1833こけ  L正古鏡ほ格固倭監   ／  ／  J  〟  

√、汐  ク‾ク  

㊥  

／  ／                1833u8  如俊才 倭も●た 乾  ／  ′     一  ㊥   u   

1833J9  昭帥象富者   
H ／】／  ～♂  ムl「ク  

⑳  

18331〇  も燐頂・柊を   ／  ／  ノク  ∠rTフ  

′・  
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■■書t   書  名   柵  憎  事  す   代  す   井  貫 吉篭干満   

18331i  官有合邑冷綾乳  ／  ／      ノク  」  碑管年上   ㊥  

183312  甘粥軋填牛乳   ノ  ′  ′三．罰 l．  
183313  ん呵方沖写真乳   ′ク  仰  ∈琴  

183314  仲條蓄電眞   
／  ／  ′  」y「ロ  ㊥  

183315  境野 ／呈 ル√   ′  ′′」  ′  ∫－」ク  よくrl  β■「P  
え耳管李史   

嘲  

I83316  も嘗乳  ／至 〃   ′  ′ノ   ′圭‥、…7♪    〃‾】ク  ㊥  

183317  璧 泉 ノ○を 汗   
巳幕軸心■三暮く1脚xaⅣ）  

／  如  7  ∫7〉  ′  ク1ク  
嘲  
劫▲－1叫   

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
 
 

■1 ∴ ・・   書  名   棚  サ♯  書  償   代  t  憂  蠣．▲ 月 日  t 仁l   

183318  乳克も皐鴨宮触路′人l李′J7  ′  ′」   ㊥  

183319  汲壕化祓骨格絶ぇ／〆亨   ノ   ／  J ′ウ  内  
滅  

18332∂  も局毎   7券／号   ／  ／  ′ ′タ  仰  
㊨  

18332l  工や本周包も合く級虹春希乳泉   ′  ′ ′タ  J11ク  ㊦  

†833Zこ  沖†乳爵啓蒔鼻   ／  ¢吏  J  ク1ク  ♪J  」  
ミ⑱  

1833Z3  右見ぇみ本   ノ  ／  」  タ■p  
⑮  

183324  入オ等人乳絶げ馬   ′  呈 ′  ノ州  ■1I  魂  
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1833Z6  革紐臭化   ／  田                    ′  ∫、  タβ  ′r汐  ／∫■汐  JJ「ク  
183327  ち合丸拓本   ／  ／  ′ク℡  ▲rt，  

⑩  

虜  

183328  虎殉え亨   
′  J  ∫■ア  Jク  ′〝■ガ  〝■p  ㊦  

1833Z9  巧守音 節   
／  ／  ／  ■「p  

閉   
√タ  JJ ／タ  」グ’ク  

′  
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状
況
の
中
で
最
も
決
定
的
だ
っ
た
の
は
、
昭
和
二
 
（
一
九
二
七
）
年
七
月
に
作
成
さ
れ
た
銭
譜
で
あ
る
ー
∞
〕
N
器
番
で
、
こ
の
末
尾
に
 
 

は
「
総
計
壱
百
冊
之
内
 
田
中
三
郎
殿
」
と
の
贈
記
が
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
こ
ま
で
の
調
査
か
ら
筋
を
作
る
と
す
れ
ば
、
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
北
京
に
在
住
し
た
田
中
三
郎
な
る
古
銭
マ
ニ
 
 

ア
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
昭
和
二
四
年
に
な
っ
て
、
な
ぜ
か
由
中
三
男
と
い
う
別
人
の
手
に
よ
り
九
州
大
学
に
売
却
さ
れ
た
、
と
い
 
 

う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
田
中
三
郎
は
、
東
京
牛
込
の
松
平
勇
と
い
う
写
真
家
、
北
京
の
岩
田
秀
則
と
い
う
写
真
館
主
人
、
ま
た
画
家
・
 
 

書
家
と
し
て
著
名
な
中
村
不
折
と
は
交
友
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
人
事
興
信
録
あ
る
 
 

い
は
日
本
紳
士
録
と
い
っ
た
類
の
文
献
も
、
当
該
期
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
当
た
っ
て
み
た
が
、
田
中
三
郎
・
三
男
両
名
と
も
に
同
 
 

姓
同
名
が
多
く
、
し
か
も
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
結
び
つ
き
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
事
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
 
 
 

馬
徳
氏
の
論
文
を
翻
訳
し
て
紹
介
し
た
と
き
筆
者
に
分
か
っ
て
い
た
の
は
こ
こ
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
田
中
三
郎
の
方
は
、
い
わ
ば
 
 

二
次
的
な
推
測
に
初
め
て
登
場
す
る
た
め
、
よ
り
確
実
な
田
中
三
男
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
の
方
に
注
意
を
促
し
っ
つ
、
問
い
合
わ
せ
 
 

の
趣
旨
を
添
え
て
、
情
報
を
得
ら
れ
そ
う
な
人
々
若
干
に
抜
刷
を
送
付
し
た
。
た
い
て
い
の
場
合
は
田
中
三
男
と
い
う
人
物
に
は
心
 
 

当
た
り
が
無
い
と
い
う
返
答
し
か
い
た
だ
け
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
斯
界
の
第
一
人
者
、
藤
枝
晃
氏
か
ら
耳
寄
り
な
情
 
 

報
を
含
む
以
下
の
よ
う
な
お
返
事
を
頂
い
た
 
（
一
九
九
四
年
六
月
一
九
日
付
け
。
原
文
横
書
き
）
。
 
 
 

敬
覆
 
貴
信
並
に
同
封
の
「
史
淵
」
一
三
二
号
抜
刷
の
馬
徳
君
著
貴
訳
論
文
、
及
び
貴
大
学
蔵
「
新
大
徳
造
窟
蒼
計
料
」
文
書
 
 

写
真
を
数
日
前
に
拝
受
し
ま
し
た
。
有
難
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
 
 

去
る
三
月
に
馬
徳
君
が
京
都
へ
来
た
と
き
、
福
岡
へ
行
っ
て
貴
学
御
所
蔵
の
文
書
・
写
経
類
を
拝
見
し
て
来
た
と
は
申
し
て
ま
 
 

し
た
が
、
時
間
が
短
く
て
詳
し
い
話
は
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
亘
の
直
後
に
「
文
物
」
誌
昨
年
一
二
期
が
着
い
て
、
文
書
の
実
 
 
 

体
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
様
な
文
書
が
日
本
に
流
れ
て
き
て
ゐ
た
こ
と
に
驚
い
て
ゐ
ま
し
た
。
三
十
余
年
以
前
に
日
野
先
 
 
 

生
や
岡
崎
敬
先
生
の
お
招
き
で
、
福
岡
に
参
上
し
た
節
は
、
ス
タ
イ
ン
蒐
集
の
写
真
が
は
い
っ
た
ば
か
り
の
時
で
、
そ
の
様
な
 
 

九
州
大
学
文
学
部
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蔵
「
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壇
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」
 
の
来
歴
 
 
 



実
物
は
な
く
、
ど
こ
か
ら
来
た
も
の
か
と
首
を
か
し
げ
た
だ
け
で
し
た
。
 
 

い
ま
貴
信
に
よ
っ
て
、
田
中
三
男
氏
旧
蔵
と
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
御
本
人
乃
至
家
族
か
ら
購
入
せ
ら
れ
た
の
で
せ
う
か
、
そ
 
 
 

れ
と
も
仲
介
の
業
者
あ
た
り
が
、
旧
所
蔵
者
名
を
洩
ら
し
た
の
で
せ
う
か
。
或
は
所
蔵
印
で
も
押
し
て
あ
る
の
か
、
そ
の
辺
を
 
 

お
知
ら
せ
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
 
 
 

田
中
と
い
ふ
姓
の
人
は
実
に
多
く
、
三
男
と
い
ふ
名
も
少
く
は
な
く
、
恐
ら
く
同
名
の
人
は
た
く
さ
ん
存
在
す
る
と
思
ひ
ま
す
 
 
 

が
、
小
生
の
知
合
ひ
で
、
同
姓
同
名
の
外
交
官
が
ゐ
ま
し
た
。
た
し
か
兵
庫
県
の
人
、
戦
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
を
勤
め
、
 
 
 

帰
国
後
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
人
は
終
戦
時
に
天
津
総
領
事
を
勤
め
て
ゐ
て
、
そ
の
時
私
は
家
産
地
区
よ
り
天
津
に
脱
出
し
 
 
 

た
難
民
の
一
人
で
、
総
領
事
館
が
難
民
の
世
話
を
し
て
ゐ
た
の
で
、
田
中
氏
と
も
往
来
が
あ
り
ま
し
た
。
天
津
総
領
事
で
あ
れ
 
 
 

ば
、
こ
の
種
の
も
の
を
入
手
す
る
機
会
も
恐
ら
く
あ
っ
た
こ
と
と
思
は
れ
ま
す
。
 
 

田
中
三
男
氏
は
三
〇
年
ば
か
り
前
に
な
く
な
り
、
そ
の
後
も
交
際
の
あ
っ
た
館
員
諸
氏
も
あ
ら
か
た
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
当
 
 
 

時
の
書
記
生
で
、
そ
の
後
大
使
な
ど
を
勤
め
た
人
が
、
一
人
ま
だ
東
京
で
存
命
の
筈
で
す
か
ら
、
間
合
は
せ
て
み
た
い
と
思
ひ
 
 

ま
す
。
そ
れ
に
就
い
て
は
、
前
段
で
申
し
た
様
な
こ
と
、
も
う
少
し
詳
し
く
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 
 

明
日
は
、
龍
谷
大
学
の
西
域
研
究
会
の
定
例
集
会
日
な
の
で
、
抜
刷
と
写
真
と
を
出
席
者
に
紹
介
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
 
 
 

ま
た
足
腰
の
立
つ
間
に
、
機
会
を
得
れ
ば
、
実
物
を
拝
見
に
参
上
致
し
た
い
も
の
と
思
っ
て
ま
す
。
 
 

先
は
御
礼
努
々
お
願
ひ
ま
で
。
 
 
 

こ
う
し
て
、
終
戦
直
後
に
天
津
に
あ
っ
た
外
交
官
田
中
三
男
氏
が
、
当
該
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
九
州
大
学
へ
の
売
却
者
候
補
と
し
て
 
 

急
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
推
測
は
ま
も
な
く
し
て
あ
え
な
く
も
潰
え
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
筆
者
が
北
京
大
 
 

学
留
学
中
に
知
り
合
っ
た
外
務
省
の
石
塚
英
樹
氏
に
、
た
ま
た
ま
氏
が
一
通
り
で
は
な
い
古
銭
マ
ニ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
 
 

外
交
官
田
中
三
男
氏
の
こ
と
を
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
返
答
を
得
た
か
ら
で
あ
る
 
（
七
月
七
日
付
け
）
。
 
 
 

九
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二
外
交
官
名
簿
（
明
治
二
七
年
琴
一
回
試
験
以
来
）
を
播
い
た
と
こ
ろ
、
タ
ナ
カ
ミ
ツ
オ
な
る
人
物
は
、
昭
和
七
年
合
格
 
 

の
田
中
三
男
二
冗
大
使
だ
け
で
あ
る
（
因
み
に
、
田
中
三
郎
な
る
者
は
無
し
）
。
 
 
 

二
、
昭
和
七
年
合
格
の
田
中
三
男
・
元
大
使
の
略
歴
は
以
下
の
通
り
で
、
大
正
末
期
、
昭
和
初
期
に
北
京
に
居
た
こ
と
を
示
 
 

す
直
接
的
な
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 

明
治
四
〇
年
一
一
月
、
兵
庫
県
出
身
。
 
 

昭
和
七
年
、
高
等
文
官
試
験
外
交
科
合
格
 
 

昭
和
八
年
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
卒
業
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昭
和
一
五
年
、
上
海
領
事
 
 

昭
和
一
八
年
、
北
京
領
事
 
 

昭
和
一
九
年
、
．
天
津
領
事
 
 

を
経
て
、
戦
後
、
入
管
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
所
長
、
情
報
文
化
局
長
を
歴
任
の
上
、
 
 

昭
和
三
二
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
 
 

昭
和
三
六
年
、
、
チ
リ
大
使
 
 

昭
和
三
八
年
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
 
 

昭
和
四
二
年
、
ト
ル
コ
大
使
（
－
四
五
年
）
 
 
 

三
、
外
務
省
に
長
く
奉
職
し
て
い
る
古
銭
蒐
集
家
（
昭
和
三
八
年
入
省
）
に
当
た
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
田
中
三
男
・
元
大
使
 
 

が
古
銭
を
蒐
集
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
知
ら
な
い
、
と
い
う
証
言
有
り
。
ま
た
「
田
中
三
郎
」
な
る
古
銭
蒐
集
家
が
い
た
か
 
 

ど
う
か
、
及
び
紹
治
堂
、
呆
仙
に
つ
い
て
は
、
現
在
数
名
の
大
家
に
照
会
中
で
す
。
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四
、
先
生
の
御
下
問
「
外
交
官
田
中
三
男
は
大
正
末
期
中
国
に
居
た
か
」
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
愚
考
す
る
に
、
田
中
 
 

三
男
・
元
大
使
（
昭
和
七
年
入
省
）
 
と
大
正
末
期
に
活
動
し
て
い
た
銭
譜
中
の
「
田
中
三
郎
」
と
は
同
一
人
物
と
は
考
え
が
た
 
 

い
、
と
思
わ
れ
ま
す
。
 
 
 

石
塚
氏
の
綿
密
な
調
査
に
対
し
て
筆
者
は
、
「
（
上
略
）
 
お
か
げ
で
外
交
官
田
中
三
男
氏
が
、
田
中
三
郎
な
る
名
で
 
（
な
い
し
そ
う
 
 

誤
ら
れ
て
）
古
銭
蒐
集
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
は
無
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
従
っ
て
今
後
は
、
大
正
末
・
昭
和
初
期
 
 

に
北
京
に
い
た
田
中
三
郎
氏
と
、
暇
和
二
四
年
に
九
大
に
古
書
を
売
却
し
た
田
中
三
男
氏
と
を
あ
ら
た
め
て
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
く
 
 

な
り
ま
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
紳
士
録
の
類
で
若
干
怪
し
げ
な
者
も
お
．
り
ま
す
し
 
（
詰
め
ら
れ
な
い
の
は
、
前
述
の
如
く
紳
士
録
 
 

類
に
欠
号
の
多
い
た
め
）
、
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
田
中
姓
の
古
書
店
主
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
 
 

う
ち
に
何
か
判
り
ま
し
た
ら
、
あ
ら
七
め
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
」
と
い
う
返
事
を
出
し
（
七
月
一
二
日
付
け
）
、
一
方
藤
枝
晃
氏
に
 
 

対
し
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
調
査
状
況
を
報
告
し
た
 
（
七
月
一
三
目
付
け
）
。
 
 

（
上
略
）
 
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
九
大
文
学
部
蔵
敦
燈
文
書
の
伝
来
経
路
に
つ
き
、
現
在
ま
で
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
を
お
知
ら
せ
 
 

し
ま
す
。
 
 

一
、
田
中
三
男
と
い
う
名
の
外
交
官
は
、
先
生
お
知
合
い
の
万
一
名
の
み
の
よ
う
で
、
外
務
省
在
勤
の
友
人
の
調
査
結
果
は
 
 
 

別
紙
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
九
大
等
で
手
軽
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
人
事
興
信
録
・
紳
士
録
類
で
も
、
略
同
様
で
、
趣
味
は
ゴ
 
 

ル
フ
・
庭
球
と
見
え
、
ま
た
昭
和
二
四
年
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
売
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
情
は
、
特
に
読
み
と
れ
 
 

ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 

二
、
九
大
法
学
部
・
文
学
部
の
卒
業
者
名
簿
に
は
、
田
中
三
男
と
い
う
名
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
田
中
三
郎
と
い
う
名
も
無
 
 

ヽ
一
〇
 
 

L
V
 
 

三
、
田
中
三
男
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
そ
の
旧
蔵
者
が
、
昭
和
の
初
期
に
北
京
に
居
た
古
銭
収
集
家
の
由
中
三
郎
で
あ
っ
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た
徴
証
が
あ
る
こ
と
、
別
添
の
資
料
の
通
り
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
付
近
の
人
事
録
類
が
不
備
な
こ
と
も
あ
り
、
現
 
 

在
古
銭
収
集
家
の
線
と
併
行
し
て
調
査
中
。
 
 

四
、
先
日
お
送
り
し
た
資
料
に
見
え
る
供
給
人
と
い
う
立
場
は
、
個
人
の
こ
と
も
あ
り
、
古
書
店
主
の
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
 
 
 

と
。
小
生
思
文
閣
出
版
の
社
長
が
田
中
姓
と
い
う
こ
と
か
ら
、
同
社
に
問
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
三
男
で
は
な
く
、
ま
た
先
代
も
 
 
 

異
な
る
と
の
報
あ
り
。
現
在
、
古
書
店
主
中
の
田
中
姓
の
者
を
同
社
貞
の
好
意
に
甘
え
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
 
 

す
。
 
 

五
、
九
大
図
書
館
。
同
本
部
の
会
計
課
等
に
は
、
約
半
世
紀
も
昔
の
こ
と
と
て
、
納
品
書
・
古
書
見
積
り
書
等
は
残
っ
て
い
 
 

な
い
と
の
こ
と
で
す
。
 
 

六
、
九
大
の
中
国
哲
学
の
先
生
方
（
含
、
退
官
者
）
 
に
二
、
三
う
か
が
っ
た
の
で
す
が
、
「
関
西
方
面
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
」
 
 

と
の
漠
然
た
る
記
憶
ぐ
ら
い
し
か
手
掛
り
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 
 

お
お
よ
そ
右
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後
は
昭
和
初
期
に
北
京
に
い
た
田
中
三
郎
と
、
昭
和
二
四
年
に
九
大
に
売
却
 
 
 

七
た
田
中
三
男
（
両
者
は
親
子
関
係
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
の
両
方
を
追
求
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
何
か
わ
か
 
 

り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 
 
 

こ
こ
で
い
う
思
文
閣
出
版
の
社
員
と
い
う
の
は
、
馬
場
正
彦
氏
 
（
現
在
、
吉
川
弘
文
館
）
 
の
こ
と
で
、
馬
場
氏
か
ら
は
、
全
国
古
 
 

書
籍
商
組
合
連
合
会
発
行
の
「
全
連
会
員
名
簿
一
九
九
こ
の
中
で
、
田
中
姓
の
店
主
が
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
コ
ピ
ー
し
て
 
 

送
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
頼
り
に
福
岡
近
辺
及
び
関
西
方
面
若
干
に
問
い
合
わ
せ
の
電
話
を
入
れ
て
み
た
が
、
は
 
 

か
ば
か
七
い
進
展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
右
の
手
紙
に
対
す
る
藤
枝
氏
の
返
事
〓
九
九
五
年
二
月
六
日
付
け
）
も
、
前
回
同
様
に
 
 

掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

拝
啓
 
長
ら
く
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
が
、
御
健
勝
の
こ
と
と
存
上
ま
す
。
 
 

九
州
大
学
文
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「
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文
書
」
 
の
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以
上
の
経
緯
で
、
初
期
の
探
索
は
い
わ
ば
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
よ
う
な
格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
機
会
あ
る
ご
と
に
 
 

近
代
史
関
係
臥
研
究
者
に
尋
ね
た
り
し
、
そ
の
中
に
は
、
埼
玉
大
学
の
中
村
尚
史
氏
（
現
在
、
東
京
大
学
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
日
 
 

本
銀
行
関
係
者
の
田
中
三
郎
と
い
っ
た
、
一
瞬
色
め
き
立
つ
よ
う
な
情
報
も
あ
っ
た
が
、
全
く
の
別
人
と
判
明
す
る
と
い
っ
た
具
合
 
 
 

昨
夏
以
来
貴
学
の
田
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
次
々
と
関
係
書
類
を
お
送
り
頂
き
ま
し
た
が
、
一
向
に
返
事
も
差
上
げ
ず
、
 
 
 

失
礼
の
段
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。
小
生
昨
秋
以
来
、
血
圧
不
調
に
て
仕
事
が
手
に
つ
か
ず
、
ま
た
先
月
中
旬
以
来
イ
ン
フ
ル
エ
ン
 
 

ザ
に
て
再
度
臥
床
致
し
、
連
絡
が
遅
れ
ま
し
た
。
 
 

こ
の
件
に
つ
き
昨
年
秋
に
、
終
戦
時
に
北
京
大
使
館
付
書
記
生
で
あ
っ
た
浅
田
泰
三
氏
に
間
合
は
せ
ま
し
た
 
（
同
氏
は
そ
の
後
 
 
 

方
々
の
大
使
を
勤
め
て
退
官
）
。
そ
し
た
ら
一
月
中
旬
に
な
っ
て
同
氏
が
京
都
へ
来
て
、
会
っ
て
こ
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
 
 
 

前
便
で
、
田
中
氏
が
天
津
総
領
事
と
申
し
た
の
は
私
の
間
違
ひ
で
、
当
時
は
北
京
大
使
館
付
の
領
事
で
、
家
産
引
揚
の
難
民
の
 
 
 

世
話
の
た
め
に
天
津
に
駐
在
し
て
ゐ
た
と
の
こ
と
で
し
た
（
そ
の
た
め
小
生
と
接
触
が
あ
っ
た
次
第
で
す
）
。
二
人
で
話
し
合
ひ
 
 

ま
し
た
が
、
田
中
三
男
氏
が
そ
の
様
な
蒐
集
に
関
心
を
も
っ
て
ゐ
た
形
跡
は
な
く
、
き
っ
と
別
人
だ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
 
 
 

ま
し
た
。
そ
し
て
書
類
を
よ
く
見
返
し
ま
し
た
ら
、
貴
学
へ
売
込
ん
だ
の
は
田
中
三
男
で
は
な
く
、
田
中
ヨ
細
と
あ
り
ま
し
た
。
 
 

い
よ
い
よ
別
人
の
様
で
す
。
 
 
 

今
さ
ら
手
遅
れ
の
様
な
報
告
で
す
が
、
以
上
お
知
ら
せ
申
上
げ
ま
す
。
 
 
 

田
中
三
男
と
田
中
三
郎
と
い
う
大
変
よ
く
似
た
、
か
つ
あ
ま
り
に
も
あ
り
ふ
れ
た
名
前
の
せ
い
で
混
乱
も
見
ら
れ
る
が
、
藤
枝
氏
 
 

も
懸
命
に
調
査
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
生
前
の
氏
に
、
今
回
の
よ
う
な
報
告
を
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
心
か
ら
悔
や
 
 

む
次
第
で
あ
る
。
 
 

三
 
南
横
街
普
済
医
院
 
 

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
 
 



で
、
調
査
は
頓
挫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
う
い
っ
た
状
況
に
転
機
を
も
た
ら
し
た
の
は
東
野
治
之
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
氏
か
ら
『
貨
幣
の
日
本
 
 

史
』
（
朝
日
選
書
、
一
九
九
七
年
）
の
恵
与
を
受
け
た
の
を
機
に
、
礼
状
が
て
ら
古
銭
蒐
集
家
と
し
て
の
田
中
三
郎
に
つ
い
て
御
存
知
 
 

の
事
は
な
い
か
、
と
の
お
う
か
が
い
を
立
て
た
。
早
速
い
た
だ
い
た
返
事
（
一
九
九
七
年
三
月
二
四
日
付
け
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
 
 

に
思
い
が
け
な
い
情
報
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

（
上
略
）
さ
て
、
お
た
ず
ね
の
田
中
三
郎
氏
で
す
が
、
同
封
の
名
簿
に
名
が
あ
り
、
北
京
で
開
業
し
て
い
た
医
師
で
は
な
い
か
 
 
 

と
思
い
ま
す
。
こ
の
協
会
は
大
正
昭
和
期
日
本
で
最
も
有
力
な
同
好
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
「
貨
幣
」
と
い
う
雑
誌
の
発
行
主
体
 
 
 

で
し
た
。
こ
れ
が
近
年
復
刻
さ
れ
た
七
き
別
冊
が
付
い
て
、
そ
こ
に
瓜
生
有
伸
と
い
う
人
が
、
銘
々
伝
の
よ
う
な
も
の
を
ま
と
 
 
 

め
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
該
当
部
分
を
同
封
し
ま
す
。
こ
の
伝
記
に
は
田
中
三
郎
の
名
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
 
 
 

有
名
人
で
は
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
名
簿
の
方
は
、
以
前
「
貨
幣
」
を
め
く
っ
て
い
た
と
き
、
林
 
 
 

若
樹
、
山
中
笑
、
三
村
清
三
郎
、
北
浦
大
介
（
定
政
の
子
）
な
ど
の
名
前
が
あ
る
の
が
楽
し
く
、
コ
ピ
ー
し
て
お
い
た
も
の
、
 
 

「
貨
幣
」
別
冊
は
古
書
市
で
バ
ラ
で
入
手
し
た
も
の
、
い
ず
れ
も
こ
う
い
う
こ
と
で
お
役
に
た
て
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
「
貨
幣
」
 
 
 

を
た
ん
ね
ん
に
ひ
っ
く
り
か
え
せ
ば
な
お
田
中
三
郎
氏
の
消
息
を
も
う
少
し
さ
ぐ
り
出
せ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
 
 
 

ず
手
近
か
で
わ
か
る
と
こ
ろ
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
（
下
略
）
 
 
 

同
封
さ
れ
て
い
た
「
貨
幣
第
八
十
号
附
録
／
大
正
十
四
年
十
一
月
一
日
現
在
／
東
洋
貨
幣
協
会
々
貞
名
簿
」
の
一
部
の
コ
ピ
ー
に
 
 

は
、
そ
の
特
別
会
貞
の
項
に
「
支
那
北
京
両
横
街
普
済
医
院
 
蒐
泉
堂
 
田
中
三
郎
」
の
名
が
あ
っ
た
。
東
野
氏
の
書
簡
の
中
の
「
「
貨
 
 

幣
」
を
た
ん
ね
ん
に
ひ
っ
く
り
か
え
せ
ば
」
云
々
を
直
ち
に
実
行
に
移
し
て
い
れ
ば
、
も
う
少
し
早
く
結
論
に
到
達
し
え
た
の
で
あ
 
 

る
が
、
そ
れ
は
後
知
恵
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
つ
に
は
雑
誌
『
貨
幣
』
が
田
中
三
郎
・
三
男
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い
る
こ
と
 
 

を
失
念
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
名
簿
に
は
「
附
録
」
と
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
『
貨
幣
』
そ
の
も
の
に
会
員
名
簿
が
載
っ
て
い
る
 
 

九
州
大
学
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敦
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来
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と
は
思
わ
ず
、
今
ひ
と
つ
熱
意
が
沸
か
な
か
っ
た
こ
と
も
原
因
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
「
北
京
南
横
街
普
済
医
院
」
と
い
＞
フ
居
所
に
眠
 
 

が
眩
ん
だ
こ
と
が
、
直
ち
に
 
『
貨
幣
』
 
へ
と
向
か
わ
な
か
っ
た
主
因
で
あ
っ
た
。
早
速
九
州
大
学
大
学
資
料
室
の
折
田
悦
郎
助
教
授
 
 

を
煩
わ
し
、
．
九
大
医
学
部
の
卒
業
生
名
簿
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
該
当
者
は
い
な
か
っ
た
。
戦
前
の
北
京
の
病
院
と
い
う
の
 
 

は
、
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
で
、
余
計
な
筋
を
考
え
な
く
と
も
よ
い
と
い
う
意
味
で
は
多
少
絞
ら
れ
て
き
た
が
、
依
然
と
し
て
暗
中
 
 

模
索
と
言
っ
て
よ
い
状
態
で
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
う
す
る
内
に
二
〇
〇
三
年
度
前
期
の
授
業
で
総
合
演
習
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
が
最
後
の
機
会
と
い
う
こ
と
で
、
一
 
 

つ
に
は
田
中
三
郎
・
三
男
の
調
査
、
一
つ
に
は
当
該
文
書
自
体
の
内
容
・
形
態
に
か
か
わ
る
調
査
と
い
う
二
つ
を
柱
に
し
て
学
生
諸
 
 

君
に
分
担
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
中
で
「
古
銭
か
ら
見
た
田
中
三
郎
」
と
い
う
項
目
を
担
当
し
た
 
 

上
原
利
恵
・
松
葉
祐
輝
・
鈴
木
克
の
三
君
（
と
も
に
考
古
学
専
攻
）
 
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
あ
っ
た
『
貨
幣
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
 
 

の
一
五
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
東
洋
貨
幣
協
会
会
員
名
簿
」
 
（
昭
和
六
年
一
二
月
）
 
に
、
蒐
泉
楼
・
田
中
三
郎
氏
が
依
然
と
し
て
 
 

北
京
両
横
街
普
済
医
院
に
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
の
み
な
ら
ず
、
同
〓
ハ
五
号
の
「
東
洋
貨
幣
協
会
会
員
名
簿
」
（
昭
和
七
年
一
二
月
）
 
 

で
は
、
向
陽
庵
・
田
中
三
郎
氏
が
福
岡
県
筑
紫
村
隈
に
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
六
月
二
日
に
そ
の
報
告
を
受
け
て
地
図
 
 

で
調
べ
て
み
る
と
、
「
筑
紫
村
隈
」
と
は
、
現
在
の
筑
紫
野
市
大
字
隈
に
当
た
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
早
速
筑
紫
野
市
教
育
委
員
 
 

会
の
渡
辺
和
子
氏
に
心
当
た
り
が
無
い
か
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
、
そ
の
日
町
内
に
田
中
三
男
氏
の
長
男
、
田
中
英
樹
氏
に
た
ど
 
 

り
着
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
田
中
英
樹
氏
は
現
在
、
（
株
）
太
陽
設
計
と
い
う
会
社
を
経
営
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
本
社
 
 

は
九
州
大
学
旧
教
養
部
、
現
在
の
比
較
社
会
文
化
研
究
院
等
が
立
地
す
る
六
本
松
キ
．
ヤ
ン
パ
ス
か
ら
歩
い
て
五
分
と
い
う
所
だ
っ
た
 
 

の
に
は
驚
い
た
。
た
ま
た
ま
都
合
の
付
か
な
か
っ
た
松
葉
君
を
除
く
二
人
と
と
も
に
田
中
英
樹
氏
を
訪
問
し
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
 
 

六
月
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
の
聞
き
取
り
と
そ
の
後
の
戸
籍
調
査
を
踏
ま
え
て
記
し
た
の
が
、
先
に
記
し
た
・
↓
結
論
」
で
 
 

あ
る
。
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写真3   

田中三郎氏（50歳前後）  

写真4   

医師に扮する田中三郎氏とヨシ夫人（中央）普済医院にて  

写真5   

田中三郎氏（右）と日本人の病院長（姓名  
不詳）普済医院にて   

写真6   

前列左より ヨシ、早苗（三郎の兄市平の  
三男）、秀雄（市平の五男）、三郎の各氏  



な
お
南
棟
街
は
、
侯
仁
之
主
編
『
北
京
歴
史
地
図
集
』
 
（
北
京
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
 
の
「
民
国
北
京
城
（
一
九
一
七
年
）
」
な
 
 

ど
を
見
る
と
、
宣
武
門
か
ら
宣
武
門
大
街
を
南
に
二
キ
ロ
弱
進
ん
だ
と
こ
ろ
を
東
西
に
走
る
通
㌢
で
、
東
進
す
れ
ば
城
南
公
園
（
旧
 
 

先
農
壇
）
に
突
き
当
美
る
。
現
在
も
そ
の
街
路
の
名
は
残
っ
て
い
る
。
た
だ
、
戸
籍
で
は
、
そ
の
一
四
六
号
が
住
居
（
兼
普
済
医
院
）
 
 

と
ぎ
れ
て
い
る
が
、
手
許
の
王
彬
主
編
『
実
用
北
京
街
巷
拾
南
』
（
北
京
燕
山
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
を
見
て
も
、
同
一
の
番
地
を
 
 

見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
い
ず
れ
近
い
将
来
に
確
認
し
よ
う
と
思
う
。
写
真
に
見
え
る
よ
う
な
普
済
医
院
の
痕
跡
が
、
残
っ
て
 
 

い
な
い
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 

田
中
三
郎
氏
の
経
歴
判
明
の
旨
を
池
田
温
先
生
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
赤
尾
栄
慶
氏
が
研
究
代
表
と
な
っ
た
科
学
研
究
費
補
助
金
 
 

報
告
書
『
敦
塩
写
本
の
書
誌
に
関
す
る
調
査
研
究
』
 
の
中
に
、
田
中
三
郎
氏
か
ら
三
井
家
が
入
手
し
た
敦
塩
写
巻
の
こ
と
が
見
え
て
 
 

い
牒
む
ね
連
絡
が
あ
っ
た
。
早
速
赤
尾
氏
に
お
願
い
し
、
科
研
の
報
告
書
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
三
井
文
庫
で
調
査
に
当
た
ら
 
 

れ
た
氏
も
吃
驚
さ
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
一
月
二
百
に
機
会
を
得
て
上
京
し
、
三
井
文
庫
で
田
中
三
郎
関
係
の
資
料
を
 
 

閲
思
し
た
。
以
下
に
そ
の
成
果
を
記
す
。
 
 
 

現
在
三
井
文
庫
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
田
中
三
郎
氏
の
足
跡
は
、
前
掲
科
研
の
報
告
書
で
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
 
 

昭
和
三
年
六
月
と
二
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
敦
塩
写
経
を
三
井
家
に
売
却
し
た
際
の
書
き
上
げ
で
あ
る
「
北
三
井
家
所
蔵
 
敦
爆
 
 

発
掘
古
写
経
目
録
」
 
の
他
に
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
 
 

1
宋
拓
・
李
思
訓
碑
購
入
一
件
関
係
書
簡
。
い
ず
れ
も
村
木
北
水
 
（
三
井
家
執
事
）
宛
。
 
 

①
大
正
一
四
年
七
月
一
二
日
付
け
書
簡
（
一
葉
）
、
封
筒
残
存
せ
ず
。
 
 

＊
こ
の
間
、
同
七
月
一
八
日
付
け
村
木
北
水
よ
り
田
中
三
郎
宛
の
返
信
あ
り
か
 
（
残
存
せ
ず
）
。
 
 
 

四
 
三
井
家
と
田
中
三
郎
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州
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②
大
正
一
周
年
八
月
四
日
付
万
苦
簡
（
二
葉
）
、
交
渉
経
過
の
通
知
、
封
筒
残
存
せ
ず
。
 
 

③
大
正
一
四
年
九
月
三
日
付
け
書
簡
（
二
葉
）
、
鉄
道
小
包
で
送
付
し
た
こ
と
の
通
知
。
 
 

封
筒
表
「
東
京
市
小
石
川
区
水
道
町
／
三
十
五
番
地
三
井
家
御
表
／
村
木
北
水
様
」
 
 

封
筒
裏
「
支
那
北
京
両
横
街
／
田
中
三
郎
／
九
月
三
日
」
（
写
真
7
）
 
 

④
大
正
一
四
年
一
〇
月
四
日
付
け
書
簡
（
一
葉
）
、
購
入
代
金
・
天
津
往
復
旅
費
受
領
の
件
。
 
 

封
筒
奉
「
東
京
市
小
石
川
区
水
道
町
／
三
十
五
番
地
三
井
家
御
表
／
村
木
北
水
様
」
 
 

封
筒
裏
「
支
那
北
京
両
横
街
／
田
中
三
郎
／
十
月
四
日
」
 
 
 

2
北
宋
拓
・
聖
教
序
購
入
一
件
関
係
領
収
書
。
 
 

（
た
だ
し
、
や
や
混
乱
が
あ
る
よ
う
で
、
田
中
三
郎
関
係
と
し
て
は
、
次
の
二
点
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
後
者
に
つ
 
 

い
て
は
拓
本
そ
の
も
の
は
現
存
し
な
い
）
 
 

①
昭
和
三
年
二
月
付
け
、
郡
松
年
よ
り
田
中
三
郎
宛
の
「
北
宋
拓
王
右
軍
聖
教
序
一
部
／
北
宋
拓
皇
甫
君
碑
一
部
」
の
代
 
 

価
八
〇
〇
〇
元
の
領
収
書
。
 
 

②
戊
辰
年
（
昭
和
三
年
）
九
月
一
三
日
付
け
、
魂
正
清
よ
り
「
田
中
先
生
」
宛
の
「
唐
拓
聖
教
序
」
の
代
価
五
五
〇
〇
元
 
 

の
領
収
書
。
 
 
 

3
宋
拓
・
孔
子
廟
堂
碑
購
入
関
係
領
収
書
。
（
う
ち
田
中
三
郎
が
関
係
し
て
い
る
の
は
次
の
二
点
）
 
 

①
昭
和
四
年
一
月
二
日
付
け
、
沈
瑞
臣
よ
り
「
田
中
先
生
」
宛
の
「
宋
拓
院
本
廟
堂
碑
」
の
代
価
一
一
〇
〇
元
の
領
収
 
 

書
 
（
写
真
8
）
 
 

②
同
日
付
け
、
田
中
三
郎
よ
り
三
井
物
産
株
式
会
社
北
京
出
張
貞
宛
の
「
新
町
様
御
買
物
代
」
一
二
〇
〇
円
の
領
収
書
 
 

以
上
は
、
新
町
三
井
家
の
当
主
で
あ
っ
た
高
堅
が
、
几
帳
面
に
保
存
し
て
い
た
購
入
関
係
資
料
の
一
部
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拓
 
 

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
 
 
 



九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
書
」
 
の
来
歴
 
 

二
二
 
 
 

本
の
納
め
ら
れ
た
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
 
 

田
中
三
郎
氏
は
大
正
一
四
年
か
ら
昭
和
四
年
に
か
け
て
新
町
三
井
 
 

家
の
拓
本
蒐
集
の
際
に
、
北
京
な
い
し
そ
の
近
傍
で
拓
本
購
入
の
 
 

仲
介
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
 
 
 

こ
の
他
に
も
、
三
井
文
庫
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
田
中
三
郎
氏
は
 
 

古
代
中
国
の
貨
幣
で
あ
る
郡
安
四
四
枚
を
、
昭
和
四
年
六
月
と
昭
 
 

和
六
年
三
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
三
井
家
に
譲
渡
し
て
い
る
こ
と
 
 

が
知
ら
れ
る
。
そ
の
間
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
同
資
料
は
、
田
中
 
 

氏
は
古
銭
家
と
し
て
も
ま
た
支
那
考
古
品
の
探
求
家
と
し
て
も
知
 
 

ら
れ
た
人
だ
が
、
氏
の
古
銭
の
知
識
は
、
三
井
鉱
山
会
社
に
五
十
 
 

余
年
勤
め
て
い
た
瀬
尾
外
与
蔵
（
号
、
向
陵
亭
。
文
久
三
－
昭
和
 
 

二
）
 
と
の
親
交
の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
関
係
か
ら
三
井
 
 

高
堅
の
知
遇
を
蒙
っ
た
こ
と
が
、
古
銭
の
譲
渡
に
繋
が
っ
た
ら
し
 
 

い
と
し
て
い
る
。
こ
の
貨
幣
は
田
中
三
郎
氏
が
昭
和
三
年
こ
ろ
地
 
 

方
探
訪
に
で
か
け
た
際
、
河
南
省
で
見
つ
か
っ
た
も
の
を
手
に
入
 
 

れ
た
ら
し
い
の
で
、
田
中
三
郎
氏
は
、
北
京
・
天
津
ば
か
り
で
な
 
 

く
諸
処
に
探
索
の
網
を
張
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
中
 
 

に
あ
っ
て
三
井
文
庫
蔵
教
壇
写
経
は
、
中
国
甘
粛
督
軍
を
務
め
た
 
 

張
広
建
の
旧
蔵
に
か
か
り
、
そ
の
一
部
が
一
九
二
四
年
に
北
京
・
 
 
 



宣
武
門
外
の
江
西
会
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
前
掲
科
研
報
告
書
‥
1
1
貢
）
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
 
 

展
覧
会
は
、
田
中
三
郎
氏
の
自
宅
兼
病
院
に
程
近
い
と
こ
ろ
で
開
か
れ
た
こ
と
に
な
り
、
敦
塩
写
経
は
、
ご
く
近
所
で
購
入
し
た
と
 
 

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

以
上
が
、
九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
短
文
署
」
の
来
歴
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
九
州
大
学
の
「
敦
燵
 
 

文
書
」
は
、
単
品
で
銭
関
係
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
混
じ
っ
て
い
た
は
ず
は
な
い
か
ら
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
旧
所
蔵
者
の
も
と
に
、
未
 
 

だ
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
教
壇
関
係
文
物
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
こ
と
は
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
田
中
三
郎
 
 

氏
の
子
孫
の
ほ
う
に
は
、
敦
燈
関
係
文
物
は
も
ち
ろ
ん
、
日
記
、
書
簡
、
帳
簿
等
の
、
北
京
で
の
「
敦
短
文
書
」
購
入
経
緯
を
窺
い
 
 

知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
意
外
に
も
三
井
文
庫
所
蔵
敦
燈
写
経
の
購
入
仲
介
者
と
同
一
人
物
 
 

が
、
一
旦
手
に
し
た
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
購
入
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
従
来
よ
り
は
遥
か
に
絞
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
 
 

結
局
九
州
大
学
所
蔵
文
書
そ
の
も
の
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
田
中
三
郎
氏
が
手
に
入
れ
た
の
か
、
そ
れ
は
分
か
ら
ず
じ
ま
い
 
 

と
な
っ
た
。
二
紙
で
今
は
分
離
し
て
い
る
文
書
、
し
か
も
内
容
的
に
か
な
り
特
殊
な
文
書
が
、
単
品
で
保
存
さ
れ
、
ま
た
蔵
経
洞
発
 
 

見
後
に
単
品
で
北
京
付
近
ま
で
流
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
や
や
考
え
に
く
い
。
い
ず
れ
か
の
経
巻
に
付
随
し
て
購
入
さ
れ
た
の
で
は
 
 

な
い
か
、
紙
の
上
下
に
あ
る
破
損
の
形
状
か
ら
何
と
か
そ
の
あ
た
り
を
調
べ
ら
れ
な
い
か
、
な
ど
、
妄
想
ば
か
り
が
膨
ら
む
。
 
 
 

し
か
も
、
そ
も
そ
も
こ
の
文
書
自
体
に
は
、
敦
燈
の
も
の
と
い
う
明
証
は
な
い
し
、
ま
た
年
次
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
馬
徳
氏
や
 
 

鴻
継
仁
氏
に
よ
る
、
文
書
の
内
容
・
字
形
か
ら
の
推
測
と
は
別
に
、
コ
デ
ィ
コ
ロ
ジ
ー
の
手
法
を
駆
使
し
て
時
期
や
場
所
を
限
定
で
 
 

き
な
い
か
、
と
も
考
え
る
。
当
該
文
書
ば
か
り
で
な
く
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
な
お
数
点
の
写
巻
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
 
 

や
、
更
に
は
保
存
処
理
も
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
 
 

九
州
大
学
文
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所
蔵
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〔
付
記
〕
成
稿
に
当
た
っ
て
は
、
本
文
中
に
そ
の
名
を
掲
げ
た
方
々
の
ほ
か
、
九
州
大
学
文
学
部
図
書
掛
の
原
田
紀
子
・
芦
北
卓
也
 
 

両
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
 
 
 

な
お
、
三
井
文
庫
別
館
で
は
、
二
〇
〇
四
年
一
月
一
七
日
卜
二
月
二
二
日
、
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
至
宝
 
敦
塩
写
経
」
展
を
催
し
た
。
 
 

そ
の
時
作
成
さ
れ
た
図
録
『
敦
僅
写
経
1
北
三
井
家
1
』
 
（
三
井
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）
に
収
め
ら
れ
た
清
水
実
・
樋
口
一
貴
「
三
 
 

井
文
庫
所
蔵
敦
塩
写
経
の
伝
来
と
調
査
の
経
緯
」
四
七
～
八
貢
に
、
田
中
三
郎
の
購
入
仲
介
の
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
町
で
、
・
あ
わ
 
 

せ
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
初
期
の
北
京
、
そ
の
宣
武
門
外
の
両
横
街
で
、
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
か
、
残
さ
れ
た
写
真
か
ら
田
中
三
郎
氏
の
人
 
 

と
な
り
、
そ
し
て
そ
の
悲
喜
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
ひ
と
ま
ず
拙
い
報
告
を
終
え
よ
う
。
 
 

九
州
大
学
文
学
部
所
蔵
「
敦
燈
文
書
」
 
の
来
歴
 
 


